
アーティスト・ステートメント 
あいちトリエンナーレ2019「表現の不自由展・その後」の展示セクションの閉鎖について 

私たちは以下に署名する、あいちトリエンナーレ2019に世界各地から参加するアーティストたちです。ここ
に日本各地の美術館から撤去されるなどした作品を集めた『表現の不自由展・その後』の展示セクションの
閉鎖についての考えを述べたいと思います。 

津田大介芸術監督はあいちトリエンナーレ2019のコンセプトとして「情の時代」をテーマとして選びまし
た。そこにはこのように書かれています。 

「現在、世界は共通の悩みを抱えている。テロの頻発、国内労働者の雇用削減、治安や生活苦への不安。欧
米では難民や移民への忌避感がかつてないほどに高まり、2016年にはイギリスがEUからの離脱を決定。ア
メリカでは自国第一政策を前面に掲げるトランプ大統領が選出され、ここ日本でも近年は排外主義を隠さな
い言説の勢いが増している。源泉にあるのは不安だ。先行きがわからないという不安。安全が脅かされ、危
険に晒されるのではないのかという不安。」（津田大介『情の時代』コンセプト） 

私たちの多くは、現在、日本で噴出する感情のうねりを前に、不安を抱いています。私たちが参加する展覧
会への政治介入が、そして脅迫さえもが̶̶それがたとえひとつの作品に対してであったとしても、ひとつ
のコーナーに対してであったとしても̶̶行われることに深い憂慮を感じています。7/18に起きた京都アニ
メーション放火事件を想起させるようなガソリンを使ったテロまがいの予告や、脅迫と受け取れる多くの電
話やメールが関係者に寄せられていた事実を私たちは知っています。開催期間中、私たちの作品を鑑賞する
人びとに危害が及ぶ可能性を、私たちは憂い、そのテロ予告と脅迫に強く抗議します。私たちの作品を見守
る関係者、そして観客の心身の安全が確保されることは絶対の条件になります。 

その上で『表現の不自由展・その後』の展示は継続されるべきであったと考えます。人びとに開かれた、公
共の場であるはずの展覧会の展示が閉鎖されてしまうことは、それらの作品を見る機会を人びとから奪い、
活発な議論を閉ざすことであり、作品を前に抱く怒りや悲しみの感情を含めて多様な受け取られ方が失われ
てしまうことです。一部の政治家による、展示や上映、公演への暴力的な介入、そして緊急対応としての閉
鎖へと追い込んでいくような脅迫と恫喝に、私たちは強く反対し抗議します。 

私たちは抑圧と分断ではなく、連帯のためにさまざまな手法を駆使し、地理的・政治的な信条の隔たりを越
えて、自由に思考するための可能性に賭け、芸術実践を行ってきました。私たちアーティストは、不透明な
状況の中で工夫し、立体制作によって、テキストによって、絵画制作によって、パフォーマンスによって、
演奏によって、映像によって、メディア・テクノロジーによって、協働によって、サイコマジックによって、
迂回路を探すことによって、たとえ暫定的であったとしても、それらさまざまな方法論によって、人間の抱
く愛情や悲しみ、怒りや思いやり、時に殺意すらも想像力に転回させうる場所を芸術祭の中に作ろうとして
きました。 

私たちが求めるのは暴力とは真逆の、時間のかかる読解と地道な理解への道筋です。個々の意見や立場の違
いを尊重し、すべての人びとに開かれた議論と、その実現のための芸術祭です。私たちは、ここに、政治的
圧力や脅迫から自由である芸術祭の回復と継続、安全が担保された上での自由闊達な議論の場が開かれるこ
とを求めます。私たちは連帯し、共に考え、新たな答えを導き出すことを諦めません。


